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真宗大谷派（東本願寺）の瓦印刷業務を開始
～進納者の筆遣いを新調瓦に再現～

大日本スクリーン製造株式会社（本社：京都市上京区／社長：橋本 正博）はこのほど、真宗大谷派（代
表役員：熊

くまがい

谷 宗
そ う え

惠）から2004年6月に受託した真宗本廟内御
ご え い ど う

影堂の瓦記名印刷業務の準備を終え、4月
1日から印刷を開始します。

この印刷業務は、真宗大谷派が2011年に迎える「宗祖親鸞聖人七百五十回御遠忌法要」の特別記念事
業である「真宗本廟両堂等御修復事業」の一環で、同法要ならびに事業に対して全国の門徒や一般の方々
から受ける懇志の記念として、進納した寺院・教会名や個人の氏名などを、ふき替える新しい瓦に印刷
するものです。印刷に当たっては、東本願寺の境内に設けられた印刷所に瓦記名印刷システムを設置。
2007年11月までの約20カ月間にわたり、1カ月当たり最大約3,000枚、総計約5万枚（約80万名分）
の瓦への印刷を行う予定です。

今回の業務に使用する瓦記名印刷システムは、長年培われてきた当社のインクジェット技術と画像処
理技術を駆使したもので、瓦という曲面を持つ素材に柔軟に対応する印刷を実現しています。申込用紙
に記入された進納者の署名をそのままの形で印刷できるため、転記による間違いを防げるだけでなく、
遠方の方でも申込用紙に記名・送付するだけで確実に瓦に名前を残すことができます。また、進納者の
署名をデータベース化することにより、申込時期に関係なく、寺院ごとに集約して瓦に印刷することも
可能なシステムとなっています。

当社は、印刷技術、画像処理技術などのさまざまな保有技術を活用し、今後も文化財の修復事業をサ
ポートし続けます。

なお、3月31日の午後1時30分から、真宗本廟（東本願寺）において、真宗大谷派宗務所による瓦記
名印刷所の開所式が行われます。当日は、実機を前にして、当印刷システムの説明を行う予定です。

■	真宗大谷派（東本願寺）
TEL：075-371-9209（宗祖親鸞聖人七百五十回御遠忌本部事務室）
〒600-8505
京都市下京区烏丸通七条上る常葉町754番地
代表役員  熊谷 宗惠
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